
No.396
12
2019（令和元）年

上田　祐二　細木病院副院長
SOCIAL MEDICAL CORPORATION JINSEIKAI　社会医療法人仁生会細木病院グループ情報誌

1

　

こ
の
た
び
令
和
元
年
10
月
31
日
に
て
仁
生

会
細
木
病
院
院
長
を
退
任
し
、
同
日
付
を
も

ち
ま
し
て
細
木
病
院
を
退
職
い
た
し
ま
し

た
。
細
木
病
院
に
着
任
以
来
4
年
間
に
わ
た

り
、
職
員
と
共
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

に
貢
献
す
べ
く
、
良
質
で
安
全
な
医
療
・
介

護
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。在
任
中
は
、

公
私
に
わ
た
り
格
別
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

て
、
無
事
務
め
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
が
こ
の
4
年
間
で
経
験
し
た
細
木
病
院

の
運
営
と
経
営
に
つ
い
て
懐
か
し
く
振
り
返

り
ま
す
。
ま
ず
病
院
理
念
を
『
患
者
さ
ん
か

ら
も
、
地
域
か
ら
も
、
職
員
か
ら
も
”こ
の

病
院
で
良
か
っ
た
。“
と
、
心
か
ら
、
思
っ

て
も
ら
え
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。』
に
変

更
し
、
実
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
働
き
の
良
い
医
師
の
更
な
る
処
遇
ア
ッ
プ

を
図
り
、
さ
ら
に
医
局
内
の
一
部
の
反
対
意

見
を
説
得
し
て
、
当
院
の
通
常
時
間
帯
の
救

急
患
者
を
断
ら
な
い
よ
う
に
徹
底
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
収
益
の
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。
一
方
、
職
員
の
ロ
ッ
カ
ー
を
新
し

く
増
設
し
、
快
適
な
職
場
環
境
を
作
り
、
ま

た
在
宅
部
を
ピ
ュ
ア
リ
フ
レ
ビ
ル
へ
移
転
し

て
新
し
い
環
境
で
高
知
県
の
在
宅
医
療
を
け

ん
引
し
ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
職
員
に
助
け

ら
れ
て
給
食
を
委
託
か
ら
直
営
に
変
更
し

ま
し
た
。
そ
し
て
細
木
病
院
と
細
木
ユ
ニ

テ
ィ
病
院
の
再
統
合
を
遂
行
し
、
病
床
数

4
9
9
床
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
職
員
は

学
会
・
研
修
活
動
に
も
熱
心
に
取
り
組
み
、

院
内
で
も
毎
年
2
回
の
学
術
集
会
の
開
催
を

開
始
し
、
全
て
の
部
門
の
活
動
を
院
内
周
知

し
ま
し
た
。
ま
た
日
本
医
師
事
務
作
業
補
助

研
究
会
高
知
県
支
部
を
設
立
し
、
当
院
に
事

務
局
を
置
き
、
私
は
顧
問
を
務
め
て

い
ま
す
。
ま
た
一
部
の
初
期
臨
床
研

修
医
に
高
知
県
医
師
会
学
会
に
発
表

を
義
務
化
し
、
そ
れ
を
高
知
市
医
師

会
雑
誌
に
投
稿
し
ま
し
た
こ
と
は
、

非
常
に
大
き
な
経
験
に
な
っ
た
も
の

と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

個
人
的
に
は
、
瑞
宝
中
綬
章
（
勲
三
等
）

の
叙
勲
の
受
章
、
高
知
県
唯
一
の
病
院
総
合

診
療
医
認
定
、
京
都
府
立
医
科
大
学
の
理

事
、
い
の
ち
の
基
金
運
営
委
員
長
な
ど
の
新

た
な
役
職
を
い
た
だ
き
、
多
忙
な
毎
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ま
た
全
日
本
柔
道
連
盟
医
科

学
委
員
会
協
力
委
員
と
し
て
来
る
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
柔
道
競
技
で
救
護
を
依
頼
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
分
の
年
齢
と
体
力
に
相
応
し

た
人
生
を
送
る
べ
く
終
活
と
断
捨
離
に
努
め

る
つ
も
り
で
す
。
ま
た
臨
床
で
は
こ
れ
ま
で

治
療
し
た
が
ん
や
腎
移
植
患
者
を
高
知
高
須

病
院
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
予
定
で
す
。
そ
し
て

こ
れ
ま
で
多
大
な
る
ご
恩
を
受
け
た
友
人
や

女
房
に
恩
返
し
を
し
、
さ
ら
に
佐
川
の
畑
で

野
菜
づ
く
り
に
精
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
後
任
の
深
田
順
一
院
長
お
よ
び

職
員
に
こ
れ
ま
で
同
様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
、
細
木
病
院
の
発
展
を
祈
念
し
て
、
お

別
れ
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
堀
見
忠
司
）

仁生会のホームページ
https://www.jinseikai.kochi.jp/

細木病院のホームページ
https://hosogi-hospital.jp/

三愛病院のホームページ
http://www.sanai-hospital.jp/top/

堀 見 忠 司 先生
細木病院院長勇退

高知県臓器移植300例達成記念大会にて
（平成28年4月29日県民文化ホール）

特別講演会
「残された人生に対する生き方」にて

（令和元年10月28日細木病院高行記念講堂）
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職
員
が
選
ん
だ
、
今
年
の

細
木
病
院
グ
ル
ー
プ
10
大

ニ
ュ
ー
ス
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

第
1
位
は
、
細
木
病
院
と

細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
が
再
統

合
し
た
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

第
2
位
は
、
細
木
病
院
で
深

田
順
一
先
生
が
、
三
愛
病
院

で
中
村
寿
宏
先
生
が
そ
れ
ぞ

れ
院
長
に
就
任
し
た
ニ
ュ
ー

ス
、
第
3
位
が
、
細
木
信
吾

先
生
が
細
木
病
院
ハ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
長
に
着
任
し
た

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
来
年
も

職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

細木病院グループは、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

細木病院グループの介護事業所は、高知県から、介護職員の育成や定着、利用者満足度の
向上に向けて積極的に取り組んでいる介護事業所として認証を受けています。

年も忘年会のシー
ズンが訪れた。昔

から高知には酒好きの
人が多いと一般的に思
われている。高知県内の
酒造会社で作ったお酒
の8割以上が高知県内で
消費されているし、高知

県の40歳から50歳代の男性の死亡率は、全
国平均を大きく上回っている。原因は、お酒
ではないかともいわれている。高知県の対人
口当たりのお酒の消費量は全国でも有数だ。
私も若い頃は結構飲める気で楽しんでいた
が、最近はほとんど飲めなくなってしまった。
　身体に入ったお酒は、アルコール脱水素酵
素とP450という酵素によってアセトアルデ
ヒドに分解され、更に分解されて無害の酢酸
となる。このアセトアルデヒドの分解酵素に
は2種類あって、この2種類の酵素の割合に
よって、酒に強い人と弱い人ができているよ
うだ。お酒に慣れ親しんでくると段々強くな
る人がいるが、これはP450の作用が次第に

強くなるためのようだ。食べ物と一緒に飲酒
すると酔いにくいのは、P450のアルコール
分解能が3割ほど上昇するかららしい。また、
アルコールは利尿作用があり、脱水が起こる
ので、飲酒後に水分補給は必須である。
　昔から「酒は百薬の長」といわれているが、
本当だろうか。適量のアルコールは精神的な
安定を来して、睡眠導入作用がみられる。飲
み過ぎると、むしろ反対に目が冴える。一般
的には、一合以下のお酒は動脈硬化を予防し
て、心臓病での死亡率を下げるといわれてい
る。しかし、濃度の高いウィスキー等を薄め
ないで飲んでいると、喉頭がん等のリスクも
いわれている。お酒が健康に良いか悪いかは、
結論的には飲む
量に左右される
ので、自分自身
の適量を見極め
て、いつもほど
ほどにすること
だなあ。

時 事
エッセー 今

 

お
酒
と
健
康 

 

お
酒
と
健
康 

　令
和
元
年 

10
大
ニ
ュ
ー
ス
発
表
！！

細木病院
グループ順位 じんせい 

掲 載 号 施設名 今年の主なニュース 得点 得票

1 3月号 細木病院 細木病院と細木ユニティ病院が再統合 2,098 247

2 11月号 細木病院
三愛病院

深田順一先生が細木病院院長に就任
中村寿宏先生が三愛病院院長に就任 1,735 237

3 4月号 細木病院 細木信吾先生がハートセンター長に着任 1,669 228

4 12月号 細木病院 堀見忠司先生が細木病院院長を勇退 1,646 226

5 9月号 仁生会 第66回よさこい祭り8年連続18回目出場 915 173

6 4月号 仁生会 細木理事長が高知県教育委員会より表彰
（県立盲学校校医） 750 137

7 3月号 細木病院 「訪問看護ステーションほそぎ」スタート 488 99

8 2月号 細木病院 日本乳癌学会専門医制度の関連施設に認定 415 90

9 6月号 あうん高知 和っしょい！皆来い交流会2019開催 345 61

10 3月号 細木病院 「ほそぎ連携センター」にリニューアル 333 70

次点 4月号 仁生会 細木秀美理事長が日本病院会高知県支部の
支部長を勇退 316 67

♥お願い♥
どなたか小型犬の子犬を
譲ってくれませんか？

細木秀美
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11
月
2
日
～
4
日
、
福
岡

市
の
福
岡
国
際
会
議
場
に
お

い
て
、
第
29
回
日
本
医
療
薬

学
会
年
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
年
会
は
、
全
国
の

主
要
都
市
に
お
い
て
年
1

回
（
9
～
11
月
頃
）
開
催
さ

れ
て
お
り
、
毎
回
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
組

ま
れ
、
医
療
薬
学
領
域
に
お

け
る
最
新
の
ト
ピ
ッ
ク
が
話

し
合
わ
れ
る
な
ど
、
医
療
薬

学
領
域
の
情
報
入
手
に
は
欠

か
せ
な
い
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
も
1
6
0
0
題

以
上
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、「
リ
ハ

ビ
リ
職
員
を
対
象

と
し
た
薬
物
の
認

識
・
知
識
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
と
い
う
題
で

発
表
を
行
い
ま
し

た
。
薬
物
の
作
用

は
、
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
大

き
な
影
響
を
お
よ

ぼ
す
た
め
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門

職
に
と
っ
て
、
リ
ス
ク
管
理

や
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

践
に
お
け
る
薬
物
の
知
識
は

重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
リ
ハ
ビ
リ
専

門
職
を
対
象
に
薬
物
の
認

識
・
知
識
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
薬
剤

師
と
の
連
携
の
あ
り
方
を
検

討
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
も
と
に
、
リ
ハ
ビ
リ

の
各
部
署
に
薬
剤
師
へ
の
質

問
・
相
談
箱
の
設
置
や
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い

て
注
意
す
べ
き
薬
品
名
と
注

意
事
項
一
覧
の
作
成
な
ど
連

携
を
順
次
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
多
職
種
で
連

携
し
、
よ
り
よ
い
医
療
が
提

供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
薬
剤
部
副
部
長

　

小
松
め
ぐ
み
）

　

11
月
1
日
、
韓
国
ソ
ウ
ル

の
ヨ
イ
ド
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
聖
マ
リ
ア
病
院
に
お
い

て
、
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン

シ
ョ
ン
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）・
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
招
待
さ
れ
、

3
例
の
慢
性
完
全
閉
塞
病
変

の
患
者
さ
ん
の
治
療
を
一
緒

に
行
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｉ
と

は
、
冠
動
脈
と
い
う
心
臓
の

血
管
を
カ
テ
ー
テ
ル
と
い
う

細
い
管
で
治
す
低
侵
襲
治
療

の
こ
と
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

と
は
、
体
験
し
な
が
ら
勉
強

す
る
場
と
い
う
意
味
で
、
つ

ま
り
、
ソ
ウ
ル
の
先
生

方
が
、
私
と
一
緒
に
治

療
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
Ｐ
Ｃ
Ｉ
の
技
術
を

体
験
し
学
ぼ
う
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
で
す
。実
は
、

私
に
も
た
く
さ
ん
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

『
教
え
る
と
い
う
こ
と

は
2
度
学
ぶ
こ
と
』
と

い
う
こ
と
、
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
室
の
作
り
や
運

用
等
他
院
の
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
発
見
で
き
る
こ

と
、
人
事
交
流
の
場
に
な
る

こ
と
で
す
。

　

慢
性
完
全
閉
塞

病
変
と
は
、
冠
動

脈
が
詰
ま
っ
て
長

い
年
月
が
た
っ
て

い
る
病
変
の
こ
と

で
、
治
療
が
大
変

難
し
い
こ
と
で
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

3
例
の
治
療
を
滞

り
な
く
完
遂
し
た

後
、
と
て
も
気
さ

く
な
聖
マ
リ
ア
病

院
の
先
生
方
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｃ
Ｉ
技

術
に
つ
い
て
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
説
明
し
て
も
ら
い
大
変

勉
強
に
な
っ
た
と
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
色
々
な
物
品
が
綺
麗
に

収
納
さ
れ
洗
練
さ
れ
た
カ

テ
ー
テ
ル
検
査
室
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
当
院
で

は
、来
年
度
の
稼
働
に
向
け
、

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
室
設

立
の
準
備
を
し
て
お
り
、
デ

ザ
イ
ン
を
す
る
に
あ
た
り
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
報

道
に
見
る
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た

日
韓
関
係
を
全
く
感
じ
る
こ

と
な
く
、
友
好
の
輪
を
広
げ

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

当
院
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
患
者
さ
ん
が
安

心
し
て
高
度
な
心
臓
治
療
が

受
け
ら
れ
る
施
設
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
、

ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
聖
マ
リ

ア
病
院
の
先
生
方
を
ご
招
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

　

細
木
信
吾
）

細木病院は、公益財団法人日本医療機能評価機構の
定める認定基準を達成しています。

細木病院

韓
国
ソ
ウ
ル
で
冠
動
脈
治
療
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

細木病院

第
29
回
日
本
医
療
薬
学
会
年
会
に
参
加
し
て

細木信吾先生（右から3人目）と聖マリア病院の先生方

カテーテル治療中の細木信吾先生（右端）
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津
波
避
難
ビ
ル
と
は
、
自

然
の
高
台
が
遠
い
地
域
に
お

い
て
、
津
波
か
ら
命
を
守
る

た
め
の
一
時
避
難
場
所
の
こ

と
で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
に
お

い
て
、
レ
ベ
ル
1
（
お
お
む

ね
1
0
0
年
～
1
5
0
年

周
期
で
発
生
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
8
ク
ラ
ス
）

の
地
震
・
津
波
が
発
生
し
た

場
合
、
高
知
市
上
町
3
丁
目

に
あ
る「
さ
く
ら
ん
ぼ
ビ
ル
」

は
、
津
波
の
到
達
は
ギ
リ
ギ

リ
想
定
さ
れ
て
い
な
い
場
所

に
位
置
し
ま
す
。
し
か
し
最

近
で
は
、
レ
ベ
ル
2
（
過
去

千
年
の
間
で
発
生
し
た
記
録

は
な
い
が
、
発
生
し
た
ら
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ

が
あ
る
Ｍ
9
程
度
の
巨
大
地

震
）
も
視
野
に
入
れ
た
対
策

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

耐
震
工
事
を
終
え
た
さ
く

ら
ん
ぼ
ビ
ル
で
は
、
こ
の
た

び
高
知
市
と
協
定
を
結
び
、

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
避
難
場
所
は
、

屋
上
と
4
階
の
会
議
室
、
職

員
休
憩
室
が
指
定
さ
れ
て
お

り
、
66
人
の
収
容
が
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
表
玄

関
口
に
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ

れ
る
と
と
も
に
、
高
知
市
か

ら
ゴ
ム
ボ
ー
ド
、
救
命
胴

衣
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ロ
ー
プ
、

ト
イ
レ
関
連
用
品
、
ア
ル
ミ

シ
ー
ト
な
ど
が
4
階
の
倉
庫

に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
さ
く
ら
ん
ぼ

ビ
ル
で
地
域
防
災
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
北
向
か
い
に
あ

る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
や
管

理
人
さ
ん
、
東
隣
の
美
容
院

の
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
、
町
内
会

長
さ
ん
、
さ
ら
に
消
防
署
、

消
防
団
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
避
難
訓
練
の

後
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定
と
備

品
の
配
備
に
つ
い
て
説
明

し
、「
近
く
に
こ
ん
な
形
で

防
災
用
品
が
置
か
れ
た
ら
安

心
す
る
」
な
ど
の
お
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
在
宅
部
長　

廣
井
三
紀
）

　

細
木
病
院
老
人
デ
イ
ケ
ア

ゆ
う
ゆ
う
で
は
、
9
月
2
日

に
実
施
さ
れ
た
高
知
県
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に
参
加
。

そ
の
様
子
を
高
知
市
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
訓
練
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
2
0
1
9
に
応
募

し
た
結
果
、
実
行
委
員
会
か

ら
特
別
賞
『
誰
で
も
シ
ェ
イ

ク
ア
ウ
ト
！
賞
』
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
机
の
下
に
潜
る
の
は
身

体
的
に
難
し
い
…
と
い
う
方

で
も
、
持
っ
て
い
る
も
の
で

頭
を
守
り
、
出
来
る
範
囲
で

の
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
る

素
晴
ら
し
い
作
品
で
す
！
」

と
の
評
価
！！

　

第
1
回
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
2
0
1
7
で
の
職
場
・

企
業
部
門
受
賞
に
続
く
2
年

ぶ
り
2
度
目
の
受
賞
で
す
。

細木病院

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム・デ
イ
サ
ー
ビ
ス
さ
く
ら
ん
ぼ

　
　
　 『
津
波
避
難
ビ
ル
』に
指
定
！

特別賞受賞
作品名『手元の頭巾で頭を守る！～すぐそこにある防災～』

（撮影：木下浩一）

さくらんぼビルに津波避難ビルのプレート設置

まっことネット細木 まっことネット細木 ≪1月の予定≫
高知市上町5丁目4-1ピュアリフレビル1階
☎090-7788-1305

月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♠介護相談（相談無料）
　月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♣まっこと講座「新聞バック作り」
　8日（水）、22日（水）午後2時～2時30分
♣防災教室「災害時のトイレ対策」
　24日（金）午後2時～2時30分
♣手作りHappyストラップ工房
　17日（金）午後2時～2時30分
♣マインドフルネス
　21日（火）午後2時～2時30分
♣生きがい交流広場
　18日（土）午後12時～1時
◆子育て広場「つみき」
　7日（火）午前10時～12時
◆いきいき百歳体操
　毎週月と木（祝日休み）午前10時～11時

「まっこと出前講座」の
ホームページはこちら

♥参加費は無料です♥詳しくはホームページでご確認を♥

在宅ネットワーク

通　信

在宅ネットワーク

通　信

高
知
市
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

2
0
1
9『
特
別
賞
』受
賞
！

細木病院在宅部は、高知県南海トラフ地震対策優良取組事業所の
５つ星認定（最高評価）を受けています。

細木病院在宅部のブログ
https://ameblo.jp/hosogibyouinzaitakubu/
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慢
性
期
疾
患
や
後
遺
症

を
伴
う
疾
患
、
予
後
不
良

の
疾
患
等
を
発
症
す
る

と
、
本
人
は
も
と
よ
り
家

族
は
今
後
ど
う
な
っ
て
い

く
の
だ
ろ
う
と
多
く
の
不

安
に
さ
い
な
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
不
安
を
抱
え
な
が

ら
の
中
、
リ
ハ
ビ
リ
期
や

在
宅
復
帰
、
看
取
り
に
向

け
て
数
々
の
選
択
に
迫
ら

れ
、
さ
ら
に
不
安
が
増
し
て

い
き
ま
す
。

　

細
木
病
院
で
は
、
あ
ら
か

じ
め
病
気
に
つ
い
て
の
知
識

や
病
院
の
特
性
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
発
症
後
の

不
安
の
軽
減
を
図
り
、
自
主

的
な
健
康
管
理
や
自
分
ら
し

く
暮
ら
せ
る
た
め
の
意
思
決

定
支
援
等
に
つ
な
げ
た
い
と

の
思
い
で
、
地
域
支
援
事
業

　

勤
労
感
謝
の
日
に
合
わ
せ
、
小
高
坂
双
葉
園
の
園
児
た
ち
が

細
木
病
院
を
訪
問
。
北
岡
和
雄
名
誉
副
院
長
、
尾
﨑
信
三
医
局

長
兼
外
科
部
長
、細
川
卓
利
神
経
小
児
科
部
長
に『
い
つ
も
び
ょ

う
き
を
な
お
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
感

謝
の
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）
を
立
ち
上
げ
、『
ほ
そ

ぎ
知
っ
得
ツ
ア
ー
』
を
企
画

し
ま
し
た
。

　

初
回
は
「
脳
卒
中
」
を
取

り
上
げ
、10
月
26
日
に
開
催
。

他
施
設
の
ご
協
力
も
い
た
だ

い
て
、
医
療
・
ケ
ア
・
リ
ハ

ビ
リ
等
の
内
容
や
施
設
の
情

報
、
社
会
資
源
の
活
用
を
発

症
後
の
経
過
に
沿
っ
て
施
設

見
学
を
含
め
た
講
座
を
行

い
、
10
代
か
ら
80
代
の
老

若
男
女
14
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、「
図
を
見
な
が
ら
の

説
明
だ
っ
た
の
で
分
か
り

や
す
か
っ
た
」「
脳
卒
中

の
見
つ
け
方
か
ら
発
症
、

治
療
、
回
復
ま
で
の
流
れ

を
分
か
り
や
す
く
説
明
を

し
て
も
ら
い
不
安
が
少
し

な
く
な
っ
た
」
等

の
う
れ
し
い
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、
他
施
設

や
多
職
種
と
の
連
携

の
重
要
性
を
学
ぶ
機

会
に
も
な
り
ま
し

た
。
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
々
に
深
く
感

謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
、
病
を

抱
え
た
時
に
『
細
木
病
院
が

あ
っ
て
良
か
っ
た
』
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
日

頃
か
ら
地
域
の
方
々
と
の
関

係
性
を
築
き
、
安
心
し
て
療

養
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
地
域
支
援
事
業
Ｗ
Ｇ
長

　

廣
田
明
美
）

グループホームさくらんぼとサービス付き高齢者向け住宅イチゴいちえは、高知市と津波避難ビルの協定を結んでいます。
（GHさくらんぼ）避難場所：屋上、4階会議室及び職員休憩室、想定収容人数：66人　（イチゴいちえ）避難場所：3階屋上、4階廊下及び談話室、想定収容人数：170人

『
ほ
そ
ぎ
知
っ
得
ツ
ア
ー
第
1
弾
！
脳
卒
中
』開
催
‼

細木病院

小
高
坂
双
葉
園
の

　
　園
児
た
ち
か
ら
感
謝
の
花
束

細木病院

内容   担当（敬称略）

脳卒中ってなに？ 細木病院
　医師　熊谷千鶴

脳卒中になったらどうなるの？
高知赤十字病院
　脳卒中リハビリテーション看護
　認定看護師　山﨑皓太

回復期ってなに？
（回復期リハ病棟見学）

細木病院回復期リハビリテーション病棟
　看護師　渡辺真智子

どんなリハビリをするの？
（リハビリ室見学）

細木病院リハビリテーション課
　理学療法士　橋田寿恵
　作業療法士　高橋　翔

どんな食事に気をつければいいの？ 細木病院栄養管理室
　管理栄養士　橋本由佳

昼食：宅配用減塩食のお弁当を提供

医療ソーシャルワーカーってなに？
どんな手続きが必要なの？

細木病院ほそぎ連携センター
患者サポート室
　医療ソーシャルワーカー　川江　忍

介護保険や在宅サービスを受けるには
どうしたらいいの？

細木病院在宅部
ケアサポートセンターほそぎ
　ケアマネージャー　池　美和
訪問看護ステーションほそぎ
　在宅看護専門看護師　井上加奈子

通所リハビリってなに？
（老人デイケアゆうゆう見学）

細木病院老人デイケアゆうゆう
　看護師　入交喜美子

介護老人保健施設ってなに？
（あうん高知見学）

老人保健施設あうん高知
　副施設長　小松雅理

廣田ワーキンググループ長による
オリエンテーション

高知赤十字病院の
山﨑認定看護師による講座

小松あうん高知副施設長による講座
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11
月
22
日
、
デ
イ
ケ
ア
フ

レ
ン
ズ
に
お
い
て
、
オ
ー
タ

ム
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
音
楽
療
法
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
歌
や
演
奏
を
し
て
い

る
利
用
者
さ
ん
や
、
有
志
で

演
奏
を
し
て
く
れ
る
利
用
者

さ
ん
が
こ
の
日
た
め
に
一
生

懸
命
に
練
習
を
重
ね
、
本
番

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
利
用
者

さ
ん
の
中
に
は
「
担
当
の
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
や
り
た

い
！
」
と
リ
ク
エ
ス
ト
を
く

れ
る
方
も
い
て
、
ス
タ
ッ
フ

も
せ
っ
か
く
だ
か
ら
と
全
員

で
演
奏
す
る
こ
と
に
な
り
、

が
ん
ば
っ
て
練
習
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
演
奏
以
外
の
と
こ

ろ
で
、
手
工
芸
の
時
間
で
舞

台
の
背
景
の
飾
り
を
作
っ
た

り
、
書
道
の
時
間
を
使
っ
て

出
演
者
の
名
前
の
め
く
り
を

筆
で
書
い
た
り
と
、
出
演
は

し
な
い
け
れ
ど
コ
ン
サ
ー
ト

を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
多

く
の
利
用
者
さ
ん
が
関
わ
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
当
日
、
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
木
琴
の
演
奏

か
ら
始
ま
り
、
音
楽
療
法
プ

ロ
グ
ラ
ム
か
ら
は
秋
の
歌
の

合
唱
や
き
れ
い
な
音
色
の

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
、
手
話
で

つ
づ
る
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
と
て
も
真

剣
で
、
日
頃
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
取
り
組
ん
だ
練
習
の
成
果

を
感
じ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
カ
ッ
コ
い
い
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
、
ス
タ
ッ

フ
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
ハ
ン

ド
ベ
ル
と
ギ
タ
ー
演
奏
、
ピ

ア
ノ
の
連
弾
、
フ
ル
ー
ト
と

ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
あ
り
、
利

用
者
さ
ん
と
ス
タ
ッ
フ
の
息

も
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
す
ば
ら

し
い
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ

ま
し
た
。
観
客
も
美
し
い
音

色
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
聴

い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
音
楽
療
法
士
に
よ

る
マ
リ
ン
バ
の
演
奏
が
あ
り

ま
し
た
。
普
段
あ
ま
り
目
に

す
る
こ
と
が
な
い
大
き
な
楽

器
の
迫
力
と
、
生
で
聴
く
マ

リ
ン
バ
の
美
し
い
響
き
に
感

動
し
、
大
き
な
拍
手
と
と
も

に
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
は

大
盛
況
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。

（
認
定
心
理
士　

黒
岩
恵
子
） 　

介
護
保
険
法
に
お
け
る

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
」
は
、
市
町
村

が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、
住
民
等
の

多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
支
え
合
い

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
、
要

支
援
者
等
に
対
す
る
効
果
的

か
つ
効
率
的
な
支
援
等
を
可

能
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

事
業
は
大
き
く
2
つ
。
①

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
要
支
援
認
定

を
受
け
た
方
ま
た
は
相
当
す

る
状
態
の
方
を
対
象
に
、
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
型
サ

ー
ビ
ス
、
そ
の
他
の
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
②
一
般
介
護
予
防
事
業

は
、
す
べ
て
の
高
齢
者
が
利

用
可
能
で
、
具
体
的
に
は
、

い
き
い
き
百
歳
体
操
、
か
み

か
み
百
歳
体
操
、
し
ゃ
き
し

ゃ
き
百
歳
体
操
や
、
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
、

介
護
保
険
施
設
等
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
（
ポ
イ

ン
ト
還
元
あ
り
）
な
ど
介
護

予
防
の
た
め
の
取
り
組
み
で

す
。

　

詳
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
近
く
の
地
域
高

齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

は
患
者
サ
ポ
ー
ト
室
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
細
木
病
院
ほ
そ
ぎ
連
携
セ

ン
タ
ー
患
者
サ
ポ
ー
ト
室

　

下
川
瑠
奈
）

　

11
月
23
日
、
秋
晴
れ
の
穏

や
か
な
天
気
の
下
、
土
佐
山

田
ゴ
ル
フ
倶
楽
部（
香
美
市
）

に
お
い
て
、『
仁
生
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
2
0
1
9
秋
～

堀
見
院
長
勇
退
記
念
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト

前
に
、
細
木
病
院
ハ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
長
の
細
木
信
吾
先
生

か
ら
、
前
院
長
の
堀
見
忠
司

先
生
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
参
加
者
全
員
か
ら
万
雷

の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
5
組
17
名
（
細

木
病
院
8
名
、
三
愛
病
院
2

名
、
仁
生
会
本
部
1
名
、
仁

生
ク
ラ
ブ
1
名
、
ゲ
ス
ト
5

名
）
が
参
加
。
優
勝
は
細
木

病
院
こ
こ
ろ
の
セ
ン
タ
ー
の

橋
田
侑
樹
先
生
、
準
優
勝
は

堀
見
忠
司
先
生
で
し
た
。

ハロー★フレンズハロー★フレンズ
細木病院こころのセンター
精神科デイケア･フレンズ通信
細木病院こころのセンター
精神科デイケア･フレンズ通信

♪フレンズ・　　　　
　  オータムコンサート♪
♪フレンズ・　　　　
　  オータムコンサート♪

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

介護予防・日常生活
支援総合事業について

『
仁
生
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
　
　 2
0
1
9
秋
』開
催
！

仁生会
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11
月
3
日
、
い
の
町
、
い

の
町
立
国
民
健
康
保
険
仁
淀

病
院
、
日
高
村
、
高
知
県
災

害
医
療
対
策
中
央
西
地
域
会

議
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
、

令
和
元
年
度
災
害
医
療
救
護

訓
練
が
、
日
高
村
下し
も

分ぶ
ん

ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
お
よ
び
仁
淀
病

院
の
2
会
場
同
時
進
行
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
日
高
ク
リ

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、

日
高
村
の
会
場
に
13
名
が
参

加
。
松
本
和
博
院
長
が
医
療

救
護
所
の
医
療
統
括
者
、
他

の
参
加
者
は
、
ト
リ
ア
ー
ジ

タ
ッ
グ
の
記
入
者
役
や
連
絡

調
整
役
、
搬
送
役
等
と
な
っ

て
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
中
心
に

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

土
佐
市
民
病
院
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
隊
員
と
仁
淀
消
防

救
命
救
急
士
か
ら
ト
リ

ア
ー
ジ
の
説
明
、
実
技

の
指
導
を
受
け
た
後
、

実
際
に
訓
練
開
始
。
医

療
救
護
所
に
来
た
傷
病

者
を
日
高
村
の
保
健
師

が
ト
リ
ア
ー
ジ
し
、
さ

ら
に
松
本
院
長
が
2
次

ト
リ
ア
ー
ジ
、
処
置
、
指
示

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
仁

淀
病
院
へ
の
中
等
症
・
重
症

患
者
の
搬
送
訓
練
も
行
い
ま

し
た
。

　

訓
練
後
の
反
省
会
で
は
、

「
処
置
が
多
く
、
医
師
や
看

護
師
の
人
員
が
足
り
な

い
」「
情
報
が
正
確
に

伝
わ
ら
ず
、
き
ち
ん
と

把
握
で
き
な
か
っ
た
」

「
車
イ
ス
や
タ
ン
カ
が

足
り
な
い
」、
事
務
系

の
参
加
者
か
ら
は
「
専

門
用
語
や
略
語
は
分
か

り
づ
ら
い
」
な
ど
、
多

く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
高
村
で
は
、
頭
文
字
を

と
っ
て
「
ひ
と
び
と
の 

だ

い
じ
な
い
の
ち 

か
な
ら
ず

ま
も
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

防
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
回
の
訓
練
は
、
私
た

ち
に
と
っ
て
、
い
つ
発
生
す

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対

す
る
危
機
感
の
意
識
づ
け
に

も
な
り
ま
し
た
。　

（
日
高
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

 

介
護
支
援
専
門
員

　

濱
田
り
な
）

災
害
医
療
救
護
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
！

コスモス
便　　り

日高クリニック
〒781-2153 高岡郡日高村本郷滝ノ前7

☎0889-24 -7785㈹
 院長 松本 和博 （日本小児科学会小児科専門医）

小児科・内科診療科

曜

午前

午後

整形外科

月

松 本

松 本

火

松 本

松 本

木

松 本

松 本

金

松 本

松 本

土
北 岡
（隔週）

─

土

松 本

松 本

水

休診

休診

♬

こころのセンターこころのセンター

古
典
や
歌
謡
曲
に
の
せ
て
日
本
舞
踊
を
披
露
し
ま
す
。舞
踊
予
定
曲
は
、長
唄

「
五
郎
」、歌
謡「
恋
歌
綴
り
」ほ
か
。

　細
木
病
院
で
は
、
月
1
回
ほ
ど
、
北
館
Ｓ
棟
6
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

こ
こ
ろ
の
セ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　無
料
で
す
の
で
、
一
般
の
方
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　＊
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

コンサートのご案内コンサートのご案内

第
421
回
◇ 

初
舞

　1
月
25
日
（
土
）
午
後
2
時
〜

　出
演
：
花
柳
寿
延
弥
、
花
柳
寿
延
美
、
花
柳
菖
桜
心
、

　
　
　
　伝
統
文
化
子
供
教
室

日高クリニックのホームページ
https://hidakaclinic.jinseikai.kochi.jp/
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